
演題1
「農学分野における

データサイエンス教育について」

茨城大学農学部

岡山 毅
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本演題の内容

• AI戦略2019

•スマート農業

•数理・データサイエンス・AI教育事業と特定分野協

力校（農学）茨城大学

•茨城大学農学部におけるデータサイエンス教育

•本ワークショップの趣旨
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本演題の内容

•AI戦略2019

•スマート農業

•数理・データサイエンス・AI教育事業と特定分野協

力校（農学）茨城大学

•茨城大学農学部におけるデータサイエンス教育

•本ワークショップの趣旨
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4

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である
「数理・データサイエンス・AI」の基礎などの
必要な力をすべての国民が育み、
あらゆる分野で人材が活躍
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総合科学技術・イノベーション会議（第４３回）議事次第

https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui043/siryo1.pdf



リテラシー(Literacy)とは

•読み書き能力。識字能力。

•特定分野の知識や、それを活用する
能力。
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明鏡国語辞典より

数理・データサイエンス・AI



本演題の内容

• AI戦略2019

•スマート農業

•数理・データサイエンス・AI教育事業と特定分野協

力校（農学）茨城大学

•茨城大学農学部におけるデータサイエンス教育

•本ワークショップの趣旨
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農林水産省(2020)  スマート農業の展開について
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/pdf/smart_agri_tenkai.pdf



スマート農林水産業分野の実現に向けて

•2025年までに農業の担い手の
ほぼすべてがデータを活用した農業
を実践

•農業のあらゆる現場において、ICT機
器が幅広く導入され、栽培管理等が
センサーデータとビッグデータ解析によ
り最適化され、熟練者の作業ノウハウ
がAIにより形式知化され…
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成長戦略（抜粋）
中山間地を含め様々な地域、品目に対応した
スマート農業技術を現場で導入可能な価格で提供

全農業大学校でスマート農業がカリキュラム化

全普及指導センターが窓口となった、農業者のス
マート農業に関する相談対応
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スマート農業も、データサイエンス
もわかる人材の育成が急務

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/smart_agri_pro_201907_1.pdf



本演題の内容

• AI戦略2019

•政府が推進しているスマート農業

•数理・データサイエンス・AI教育事業と特定分野

協力校（農学）茨城大学

•茨城大学農学部におけるデータサイエンス教育

•本ワークショップの趣旨
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http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/

数理・データサイエンス教育強化を目的として国立大学に
設置されたセンターが結集して，各大学内での数理・デー
タサイエンス教育の充実のための取組成果を全国への波
及させるための活動を推進し，数理・統計・情報を基盤と
して未来世界を開拓できる人材の育成を目指します．



特定分野協力校として農学分野から唯一の参加
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数理データサイエンス・AI（リテラシー）
モデルカリキュラム
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http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/pdf/model_literacy.pdf
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たくさんの教材・講義動画が整備されつつあります。



http://www.mi.u-tokyo.ac.jp/consortium/e-learning.html 16



（選択）の内容
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?

農学部の学生



本演題の内容

• AI戦略2019

•政府が推進しているスマート農業

•数理・データサイエンス・AI教育事業と茨城大学

•茨城大学農学部におけるデータサイエンス教育

•本ワークショップの趣旨
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茨城大学農学部の「数理・データサイ
エンス・AI教育」の状況
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今年度農学部1年生を対象に
「AI・データサイエンス入門(1単位)」を試験的に実施。
70名が受講(2, 3, 4年生含む)

次年度農学部1年生を対象に
「AI・データサイエンス入門(1単位)」を
地域総合農学科で必修化

興味は確実にある。



農学分野専門科目へ”データサイエンス”を
入れ込んでいく

現状でのデータサイエンス教育に対する
”教員”の反応

•負担を増やさないで欲しい。
•時間がない。
•データサイエンスって、何？
•具体的なメリットを明示しろ。

•エクセルを活用するくらいなら。
•統計解析をしっかりと学びたい。
•プログラミングの勉強をしたかった。
•ぜひ、やりましょう。
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茨城大学農学部における
実データを用いたデータサイエンス教育概要
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ドローン

茨城大学農学部附属国際フィールド農学センター

農産物直売所

農学実習

生物生産機械学

IoT機器 人工衛星

地理情報学

農作業学

農業気象学

水田 畑地 果樹園 その他 合計

面積 2.6ha 11.6ha 3.3ha 4.6ha

作物の生育状況気象データの収集

操作体験

購買情報

農薬散布ドローン

小型ロボットによる除草

附属農場での実データの収集と，それを活用した
実践的な専門授業の展開

農学系データサイエンティストの養成

etc.

プログラミング基礎

ゲノム科学

植物生理学

計量経済学



本演題の内容

• AI戦略2019

•政府が推進しているスマート農業

•数理・データサイエンス・AI教育事業と茨城大学

•農学分野におけるデータサイエンス教育

•本ワークショップの趣旨
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教育機関

数理・データサイエンス・AI教育

本ワークショップの趣旨 ～三位一体～
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農業(農学)分野
におけるデータ活用

企業 生産者
サービスの提供

サービスの利用

数理・データサイエンス・AI教育拠点強化コンソーシアム



本ワークショップの内容

16:00 開会の辞
戸嶋 浩明
（茨城大学農学部長）

16:05
演題1

「農分野におけるデータサイエンス教育について」
岡山 毅
（茨城大学農学部教授）

16:20
演題2

「データをサイエンスする」
田村 義保
（統計数理研究所特任教授）

16:30

演題3

「鯉淵学園農業栄養専門学校におけるデータサ
イエンス教育のこれまでの取り組み」

大熊 哲仁
（鯉淵学園農業栄養専門学校教授）

16:40
演題4

「企業側からデータサイエンス教育に期待すること」
櫻井 伸吾
（株式会社フォーカスシステムズ）

16:50

演題5

「生産現場におけるデータ管理とデータサイエンス
に期待すること」

高田 圭太
（茨城大学農学部附属国際フィールド農
学センター業務係長）

17:00-

17:30
総合討論

座長小松﨑 将一
（茨城大学農学部教授・附属国際フィール
ド農学センター長）
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3/25(木)



実施内容

•農学分野学生向けデータサイエンス教材の作成

• データサイエンスに関する短期コースの提供

• スマート農業関連技術の実証研究・教育活動
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皆様,

ご協力のほど、よろしくお願いいたします!

岡山 毅

tsuyoshi.okayama.3@vc.ibaraki.ac.jp


